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― Oral Introduction の実践 ―
 Micro-Teaching in the Course 

















中心（structure-centered）の Oral Introduction を体験させている。3 年次の「英語科教育法 A」「英














　「英語科教育法」では、題材内容中心の Oral Introduction について、履修者全員に教師役を体
験させることを基本とする。そのため、教材は、あえて検定教科書ではなく、話の流れがわかり






　なお、（１）（２）は、L.A.Hill.(1980). Intermediate Steps to Understanding .Oxford University 
Press に掲載されたショートストーリーの一部を書き直したものである。 （３）（４）は筆者の
自作である。
                         
(1)  Jimmy was playing near the river.  He kicked a stone and his shoe came off.  The shoe 
　　landed in the water.
(2)  Jane woke up at midnight.  She saw something white in the garden.  It was moving 
　　towards the house.  She was frightened.
(3)  The Titanic was a very large ship.  On its first voyage in 1912, it collided with a big 
　　iceberg.
























































































































　　This is the Sphinx in Greek myth.  It is a winged monster with the body of a lion and 
the head of a woman.


































　　Mrs. Green is a doctor’s wife.  She has a nice neighbor, Mrs. Jones.  They often do each 
other’s shopping.
この中で、新出語句として、each other が挙げられている。こちらの意図としては、do each 
other’s shopping が具体的にどのようなことなのかを、生徒に理解させるような進め方を期待し












ると、カードに each other と書かれており、裏側に日本語で「お互い」と書かれている。これ
を生徒に示して、新出語句の「導入」は済み、という考え方である。これを踏まえて、教科書本
文の理解へと進む。この展開のしかたの根底にあるのは、単語が独立して明確な意味（往々にして、




という語は、もちろん、共通する核となる意味を持っているが、a comfortable house と　a 
comfortable chair ではその具体的なイメージは当然異なるし、 I don’t feel comfortable in her 








　このような授業の進め方で、履修者全員が、前期・後期で 5 ～ 10 分程度の模擬授業の教師役







けではやはり不十分である。参考として、Oral Introduction　を核とした 1 時間の授業の展開例
を、小菅（2017）から一部修正して以下に示す。1 時間の授業でもこれだけの要素があるが、「英




Ⅲ． Presentation of New Material
      　　 Oral Introduction　　（生徒との英語でのやりとりによる新教材の導入）
　　 　　(Model Reading)　　（教科書を開く。ここで教師が音読のモデルを示してもよい）
Ⅳ． Explanation　　( 補足説明・日本語可。教材の 100％理解を図る）
Ⅴ． Reading Aloud　　（音声と文字を結びつける・理解した内容の音声化。Output の第一歩）
　　 　　(Model Reading）　　（この段階で、教師が音読のモデルを示す、という考え方もある）
  　  　　Chorus Reading
　　 　　Buzz Reading
　　 　　Individual Reading　　（→ Read & Look Up →　Recitation）
Ⅵ． Story Retelling
   　 　　Chorus 
 　   　　Pair Work
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